
保険料水準の統一に向けた検討について
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国民健康保険制度改革の状況について 全国高齢者医療主管課（部）長及び国民健康保険主管課（部）長
並びに後期高齢者医療広域連合事務局長会議資料（令和５年４月14日）
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国の動向について① 全国高齢者医療主管課（部）長及び国民健康保険主管課（部）長
並びに後期高齢者医療広域連合事務局長会議資料（令和５年４月14日）
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国の動向について② 全国高齢者医療主管課（部）長及び国民健康保険主管課（部）長
並びに後期高齢者医療広域連合事務局長会議資料（令和５年４月14日）
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国の動向について③

厚生労働省保険局国民健康保険課「都道府県国民健康保険運営方針策定要領（令和５年６月）」（抜粋）

（中略）
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（中略）
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国の動向について④

令和６年度の保険者努力支援制度取組評価分（抜粋）
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事業年報から作成

・府内国保の保険給付費の総額はほぼ横ばいであるが、被保険者一人当たりの保険給付費は増加傾向にある
・団塊の世代の後期高齢者医療制度への移行のほか、人口減少のトレンドにより、更なる被保険者数の減少が見込まれる

府内国保の保険給付費総額と一人当たり保険給付費について
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被保険者数の規模別の医療費指数の比較について
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・規模が小さい保険者ほど医療費指数が変動しやすい傾向にある
・高額医療費等の発生は、後年度に保険料（税）の上昇リスクがあるため、小規模保険者の財政運営に与える影響が大きい

国保事業費納付金等算定標準システム
から作成
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